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K/H システム Bridge プログラム    
 

 

  基幹教材 ２冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

  BASIC WORKPLACE MONOLOGUES: プレゼン -会社と自分の経歴の概要- （付属ＣＤ１枚） 
英語の「意味の特徴」、「音の特徴」を作り込むと同時に、職場コミュニケーションで使われる典型的な表現を身につけるため

の教材。会社と自分の経歴の概要を説明するモノローグ。自分と自社の強みを説明するために必要な基本表現やパワーワ

ード、そして基本的な話の組み立ても学べます。また、自己紹介や経歴を説明する表現を学ぶ中で、多くの日本のビジネス

パーソンが苦労する時制の使い方も学ぶことができます。 

 BASIC WORKPLACE DIALOGUES: スケジュール調整 -打ち合わせのための趣旨説明と日程調整- （付属ＣＤ１枚） 

英語の「意味の特徴」、「音の特徴」を作り込むと同時に、職場コミュニケーションで使われる典型的な表現を身につけるため

の教材。外国人の同僚とプレゼンの詳細を詰める打ち合わせをするための趣旨説明と日程調整をするダイアローグ。同僚の

予定を確認し、打ち合わせの依頼や日程調整などができるために必要な基本表現や基本的な話の組み立てを学びます。 

▼独力での学習を進めやすくするために、＜基幹教材＞には以下のような K/H システムの学習ツールを用意しています 
（「はじめての K/H システム」の実践練習セクションの学習でも紹介した学習ツールです）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 教材パッケージについて 

█ 立体構文トランスクリプト 

英文の構造を立体的に表したトランスクリプト。 

英語の基盤力づくりのためには絶対に外せない、英文の

構文と意味の正確な理解を補助するためのツールとして

使います。 

立体構文トランスクリプトを使って文を立体的にとらえる 

クセもつけることで、学習効果が大きく変わってきます。 

█ 語句解説 

学習する文について、語彙や文法の詳しい解説が 

ついています。構文や意味を正確に理解した上で学習

を進められるようになっています。 

またそれに加えて、学んだ表現の応用ができるように 

「表現パターンや構文パターン」の視点やコミュニケーシ

ョンの視点からの K/H システム流の詳しい解説も織り込

んであります。 

＜基幹教材＞は、モノローグ教材（プレゼン型）とダイアローグ教材（会話型）の２冊です。「はじめての K/H 
システム」で学んだ学習法で２冊の基幹教材を仕上げていく中で、「英語の意味の特徴」や「英語の音の特

徴」を身につけていきます。初中級レベルが取り組みやすい比較的簡単でシンプルな英文の素材を用意し

ましたが、それでも、ビジネスで使う英語でそれなりの構文が出てきます。英語の文の特徴や音の特徴を味

わい、「英語の感覚」（英語の OS）を身につけていくには最適な内容と難易度の教材です。 

また、実際の仕事で使える頻出表現がたくさん出てきますので、表現として身につけてしまっても絶対に損の

ない英語です。特に、英語での「会社紹介・自己紹介」や「スケジュール調整」は、多くの日本のビジネスパー

ソンがまず押さえておきたい基本的なコミュニケーションの内容です。これらの教材を使うことで、それぞれの

場面で使えるようになりたい基本表現をしっかりおさえながら学習することができます。 
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█ 練習用ＣＤ：  

英語力レベルや学習のフォーカスに合わせて選べるように、３種類の音源を用意しています。 

①ポーズ入り 聞き取り練習用トラック 

②シャドーイング練習用トラック 

③ナチュラルリード 聞き取り練習用トラック 

 

 

 

   個別強化教材 ２冊 

 

 

 

 

 

 初級編 構文ドリル （付属ＣＤ２枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強化練習するパターン 

 もっとも根本的な特徴： 「結＋詳＋詳」のかたち 

 「概→詳細」 のパターン 

 頭でっかち パターン 

 前フリル のパターン /  後ろフリル のパターン 

 後ろでっかち： ＳＶ＋なが～い目的語 のパターン 

 後ろでっかち： It’s～ 主語を後ろでゆっくり説明 のパターン  

(It’s ～ for … to… の構文)  

█ 波形トランスクリプト 

英語の音の大きな特徴である、リズムの「強・弱」を圧

力の波形で視覚的に表したトランスクリプトです。自分

の中に「英語の音とリズムの感覚」（英語の OS のもう一

つの柱）を作りこんでいくための補助として使います。 

練習の時に、ＣＤの音声に加え、波形トランスクリプトを

補助として使うことで、英語の音とリズムを視覚的にも

確認しながら感覚を身につけていくことができます。ま

た、波形トランスクリプトでシャドーイングの現状把握を

することで、自分の課題をより的確に把握して、効率的

に英語の音とリズムの感覚を強化することができます。 

 

個別で強化したい力をトレーニングするための＜個別強化教材＞です。＜基幹教材＞を使って学習サイクル

を回す中で、ニーズが出てきたところで活用。初中級レベルでしっかりと強化しておきたい力にフォーカスし、個

別に効率よく強化できる形式になっています。ニーズとフォーカスに応じて選べるように、２種類の＜個別強化

教材＞を用意しました。 

教材の説明： 

構文を意識して文頭から正確に英語を理解する力を徹

底的に強化するためのトレーニング用ドリル教材です。

付属ＣＤは、文頭から正確に意味を理解していく聞き方

を作りこむための、K/H システム独自開発の「強化練習

トラック」の形式になっています。 

英語の根本的な特徴である「結＋詳＋詳の特徴」を身

につけるためのセクションと、その応用として「英語の特

徴的なパターン」に慣れ、それを文頭から理解できる力

を強化するための構成になっています。 

「構文ドリル」（CD２）には、書籍「K/H システム入門編」

の英語素材に出てくるような語彙や構文パターンも織り

込まれていますので、Bridge プログラムの後、「K/H シス

テム入門編」で学習を継続する方々のための下地作り

も兼ねています。 
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 初中級 構文パターンボキャビル （付属ＣＤ２枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＤトラックの構成 

1 つのパターンについて、ビジネスで使える５～１０文の例文が入っています。 

付属ＣＤには、1 つの例文について以下のようなコンテンツが入っています。 

 英語―少しゆっくり目のビジネス英文 

 日本語①―英文 [結＋詳＋詳] の感覚が入りやすいような日本語（英語順日本語） 

 日本語②―日本語として自然な順序で、かつ、英文のニュアンスも分かるような日本語 

 英語―少しゆっくり目の読み方で再確認 

 英語―自然なスピードで本格的な聞き取り力へ飛躍 

教材の説明： 

ネイティブがとてもよく使う構文や表現にもかかわらず、

私たち日本人に馴染みが薄く、聞き取りやスピーキング

で苦労する典型的なものを中心に集めた構文パターン

の例文集です。ボキャビル感覚で身につけて使えるよう

に、「決まり文句」のようにそのままのかたちでよく使われ

る表現パターンや構文パターンを中心に集めています。

また、パターン以外の語彙や表現も、仕事でよく使われ

るものばかりを織り込んであります。 

付属のＣＤは、各英文のうしろに英語の感覚を日本語で

確認できるように日本語も入っています。聞き取り訓練

の意識で聞き込んだり、スピーキング訓練の意識で声に

出して繰り返したりと、より実戦型で練習することができる

形式になっています。 


